
【１１の提言事項】
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国語専門家会議による教科書の改善・充実に向けた
１１の提言

国語専門家会議メンバー（五十音順、敬称肩書き略、平成20年3月末日）

　※座長は下線で示す

大内善一（茨城大学）　　　　　　　　齋藤孝（ 明治大学）　　　　　　　　　　　　　　 佐藤大介（さいたま市立大宮東小学校）

白石範孝（筑波大学附属小学校）  鈴木美香子（さいたま市立尾間木小学校）　諏訪部民子（横浜市立日野小学校）

田近洵一（東京学芸大学）           中西一弘（大阪教育大学）                      　浜本純逸（早稲田大学）

針谷玲子（東京都教育委員会）  　森田真吾（千葉大学）                               渡辺文子（横浜市教育委員会）

体系的語彙指導のための学習活動を充実させる

トレーニング的要素を拡充させる

到達度、目標を可視化させる

調べ学習用教材・単元を充実させる

基礎・基本となる学力を保証し、多様な学習活動を可能とする国語科教科書づくり

朗読・暗唱教材 (詩・古典・その他)を開発し充実させる①

メディア・リテラシー教育の教材を改善・充実させる②

演劇教材を復活させる③

読書量確保のため文章数・量を増やす（充実させる）④

漢字表記、提示の仕方を改善・充実させる⑤
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⑪

言語のひびきやニュアンス、リズムの快さを体験させるための教材

言語感覚を育て、日本語の味わいを感得させるための教材

様々な情報から必要なものを取捨選択し分析、加工し、知識として

活用していく能力を高める教材が必要

ことばの持つ身体性と対話性を鍛えるための演劇教材、

授業における演劇的空間を創り出す必要性がある

読書活動は国語力形成の基礎・基本であり、読書の機会、きっかけを

教科書は提供すべきである（紹介する本を増やす、シリーズ作品を

取り上げる、比べ読みなどで複数作品を取り上げる）

「読める」から「書ける」「使える」へのステップのため、

ルビ付き漢字表記の増加、多くの熟語を示す、体系的、系統的な提示を

生活に生きて働く言葉として定着させるための「書く」ことを取り入れた

学習活動の実施、使えるようにしたい語彙、わかるようにしたい語彙など

語彙リストを教科書に掲載、活用する学習活動を実施する

児童が興味を持ちながら、学習を進め、情報を収集し、選別して考えを

述べていくため社会や理科など他教科と連動した教材開発が必要

単元で行う言語活動、学習内容のわかりやすい表現

各領域で何ができるようになるのかをシラバス型で提示

ことばの力は、繰り返し学習により身につくものである。

例えば、漢字学習、ミニ作文、発声・発音の練習教材などを拡充


